
EDP利用による農業経営複式簿記  

阿  部  亮  耳  

Ⅰ．は  し  が  き  

EDP（Electronic Data Processing，電子情報処理）の会計への適用は，わが国において  

も最早今日では各方面で実用普及化の段階にある。一方EDPの農業簿記への適用はまだ極  

めて限られているとはいえ，どのような状態にあり，またどの程度まで現在可能であろうか。  

アメリカ合衆国におけるEDPの農業簿記への適用は，6年前の1968年において，すでに全  

国的に研究または普及に努力がなされていた。その多くは単式簿記への適用であったが，ア  

リゾナ州では複式簿記への適用がみられた。それらの多くは所得税申告目的に関連してい  

る1〉。  

わが国では，単位農協ないし連合会に各種のコンピュータがすでに導入されている色）。これ  

らの単協ないし連合会のコンピュータを利用して，組合員である農業者に対し，農業簿記に関  

するサービスを捉供することも幾分は試みられてきていが）。それはむしろ，農協を通じての  

取引を確認・保持・拡大させるために，換言すれば，系統利用の実をあげるために行なわれて  

いると考えられる。個人農業者の簿記のEDP利用としては，本来どのようなことが可能であ  

ろうか。   

EDPの特長は，計算とそれに伴う情報の正確性，迅速性ないし即時性ということにあるの  

はいうまでもない。けれども，その費用の大きさは個人の農業者の情報取得費の許容量により  

通常決定されるべきものである。この点で個人の農業者がコンピュータ自体を買取り，あるい  

はそれ自体を賃借することば費用の過大という点から不可能に近い。農協，およびその連  

合会，銀行その他信用機関，コンピュータ製造・販売業者のサービス部門，あるいは研究・  

行政機関等が所有または使用するコンピュータを，手数料等を支払って利用するという形態  

をとらぎるを得ない。このことはEDP利用にとって決定的な段階であるといわねばならない。   

ゆえに，現在の段階では個人農業者としては，あくまでEDPの利用であり，EDPシステ  

ムの利用ではない。いわゆるTotalSystem（総合機械化組織）と呼称されるものについては，  

これを考えることはできないのである。   

本稿は個人農業者が農業経営の複式簿記を記帳する場合に，どの程度までEDPの利用を行  

ないうるかという点について考察する。そこで，筆者の所属する京都大学農学部農業簿記研  
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究施設の所有する超小型電子計算機を使用する場合財務簿記についてこれを示すことにした  

い。   

なお電子計算機NEAC1240の技術的操作については農業簿記研究施設藤林明和氏の協力  

を得た。  

1）阿部亮耳，アメリカのFarmAccountingの最近の動向，農林業問題研究，第12号，1970．3，40～  

44p．  

David ABrueck：ADescripTion oftheEDPPrograms Developed by the Universlty OfArizon  

ExtensionServicefbrAgriculturelO3～170p，Ⅰ牒．M．AgriculturalSymposium，Endicott，N・Y・May  

】0′－13，1965．   

2）「農業関係には158台が導入され，そのうち5台はOniineSystemである」  

八木繁樹，農協EDP会計の理論と実際，昭48．10．15．1p．   

3）西村博行，組合員勘定制度を検討する－北海道における普及状況を通して－，農業と経済，第  

36巻，第10号，昭45．10，49～55p．  

愛知県経済連養鶏課，養鶏経営診断資料（コンピュータによる分析）昭48．4，同電子計算課，養鶏  

経営診断システムの手弘 昭48．8．  

Ⅲ．農業経営における財務複式簿記のEDP利用  

策1次的な接近として，農業者個人が従来の手作業による農業簿記の記帳（仕訳記入から  

決算財務諸表作成まで）を，電子情報処理によってどのように置換しうるかということであ  

る。   

農業者は自らの手により原始記入した情報をEDP取扱者（農業簿記研究施設）へ提供し，  

EDP取扱者によって処理された結果が農業者に返還されるという形態をとる。これをフロー  

チャートにより示せば第1図のどとくである。以下各段階について説明する。   

1）勘定科目の設定とコード化（準備）  

複式簿記による仕訳の要素として必要な項目は，①日付，⑧借方勘定科目 ⑧借方金額，  

④貸方勘定科目，⑤貸方金額である。しかし複合仕訳を行なわないと仮定すれば，上の5要素  

は金額が借方，貸方共に同一金額となり，4要素となる。日付，金額は本来数字化されている  

ので，勘定科目のみを数字に転化するために番号を付してコード化する。   

勘定科目のコード化について，わが国での棲準化された代表的なものに昭和46年3月工業  

技術院の審議を経て制定された「勘定科目コード日本工業規格（JIS）原案」がある4）。この  

「JIS原案」を統一案として考慮の基礎におき，当面農業簿記研究施設の超小型電子計算機  

（NEAC1240，記憶容量11，600語，10進7桁）を利用して農業経営複式簿記の勘定科目のコ  

ード化を考慮したものが第1表である。  
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b．（EDP駁凝着）  ロ．（農業者）   

第＝園 農業者とEDP取扱者の作業関係  

2）開業取引の仕訳  

a）農業者は1）によって自己の農業経営において適用するすべての勘定科目と，それに従  

って開始仕訳，あるいはそれに相応する開始残高を当初に限って決定しED‡〉取扱者に通知す  

る。いうまでもなく，名目勘定である損失，利益の両勘定群の残高は零であり，実在勘定であ  

る資産・負債・資本の勘定残高が必要である。この残高を決定するためには，当然開始記入に  
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a）科目マスターの見出し  

P2        490ト3‡C   
′′′  開  胞 左貢  定 日 日    茸月 日 改  

垢   業  
餌  鋼  行  

轟   毒  首  末   

ド  

′ ′  
（6〉  

きん孔するた胡  

叩＜キーの符号  

内  容  

桁 数  

b）科目マスターの入力  

区   倍箭  
匝 区  ′ ′  ＼料  恕  斜  

冒  軍  蘭   

コ 厄  嘗  名 ヽ＿．′   

ド  区 分  ■■  

（4）  

上
よ
り
鹿
＜
 
 

0110（借方）現金1，500を与対応して貸方金額ほ0とする。  

借方は1とし，貸方は2とする。  

第 2 図  

当たって必要な棚卸しが行なわれていることが前提である。   

b）EDP取扱者は，a）により当該農業者の農家コードを決定し，つぎの要領によりマ  

スターテープを作成する。（第2図a），b）参照）   

科目マスターの入力については，開始取引に必要な勘定科目のみならず，その農業者が当該  

期間に決算を含めて使用する勘定科目をすべて入力しておかねばならない。   

3）経常取引の仕訳とその処理  

a）農業者は日常の外部取引について，所定の勘定科目を使用して，振替伝票または入出  

－59 －   
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C）経常取引の仕訳のさん孔  

Pぎ      00 0t        C ′  
＿且．＿＿一」  

改   
l   ／‾‾ヽ   国   

区  

プ 区  
号  分   

分   

＊ P2開始を示す  
＊＊ 伝票区分の10は「通常」11は「取消し」を示す   

′一■‾t‾－  

／  区   

冒 コ   
要  

分  

ド   コ Ⅶ  
ド   T ，A 叩邑＿   ゲンキン     尉  区  蔚   楠木米      n   切  倍 区      切  

ヽ  ＊ 貸借区分コードで1は借方 2は貸方を   

＊＊ 摘要は文字で24字を最長とする。必ずしも必要でないため，省略しうる。  

マイナスを打つ  

第 3 図  

金伝票などにより原始記入としての仕訳を行なう。この際，複写用紙等を使用して1票は手元  

に保存し，他の1票はEDP取扱者に送付する。仕訳は取引の都度行なうのが原則であるが，  

送付は毎月まとめてこれを送付するものとする。   

b）EDP取扱者は受取った仕訳の写しをまず点検する。もし勘定科目が文字で書いてあ  

れば，これをコード番号に修正することが必要である。また本来の仕訳に誤りがないか，借  

－60－   
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方，貸方，金額の記入洩れがないかを調べる。摘要欄に記載のないこともあるのでこの点は限  

界がある。  

●●  さん孔の順番は必ずしも日付順に行なう必要はない∴しかし送付された原始記入の写しは，  

日付順にとじておく。   

4）元帳と試算表の作成   

i）元帳形式の作成   

EDP取扱者は必要な勘定科目のどれでも元帳形式で印字打出し，これを農業者に送付する  

ことができる。たとえば，現金勘定や債権債務の勘定を打出せば，その日付鳩や明細が明らか  

となるためである。その打出した形式を示せば第2真のどとくである。（以下欝2表から第5  

表までの取引例は小著「農業経営複式簿記」より引用した。）   

ii）試算表の作成   

元帳の作成よりも，各勘定の当日までの残高を知るために随時試算表形式を印字打出すこと  

ができる。しかし取引数はそれ程多くないので，毎月これを作表して農業者に送付する0（形  

式については後述の修正後試算表欝3表を参照）   

5）決算予備手続と決算   

a）農業者個人は通常の棚卸しを行なう。流動資産の細卸し，減価償却の計算，用役の繰  

越・見越を整理する。これらの結果を整理仕訳として伝票または仕訳帳に仕訳を行ない，EDP  

取扱者に郵送する。  

●●  b）EDP取扱者は，a）の仕訳にもとづいてさん孔を行ない，修正後試算表ならびに必要  
に応じて決算整理後の元帳の印字打出しを行ない，農業者個人に返送する0なお，修正後試算  

表の印字打出しを行なった例を第3表に示す。   

以上決算は元帳の印字打出しにより事実上終了し，農業者は原始記入票として仕訳帳票を保  

有し，合計残高試算表と元帳は必要に応じてEDP取扱者から入手しうるものである0   

6）財務諸表の作成  

決算終了後，財務諸表を作成するが，EDP取扱者により印字打出し後農業者に送付されるo   

i）貸借対照表の作成   

貸借対照表の表示については，コード番号の作成に当たって，流動性配列法を採用している  

ので，番号順に資産，負債，資本を打出す。その印字作表を示せば第4表の通りである0 資  

産・負債については流動・固定の最小限2区分に止め，資本勘定は掛こ再分していない0  
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第一義 元帳形式の作成  

ゲ：ノ手ン  

NO． 1   

ウ  佃． カリ カ タ  カ シ カ タ ロ′C サ北朝○ンダカ  

1I50n  D  IIう00  

2  18，斗5n  D  19I関0  

さ  1”●9うn  D  159，9㈹  

5  ）6IRロロ  D  196ITOO  

l1  4●nOO D  192，70D  

12  さ■－00 D  189I600  

門  2事10け D  －87事う00  

1．5  200 D  187，コロ0  

用  ？l郡0 ロ  180●100  

19  550 ロ  179Iうぅ0  

22  “▼帥0 ロ  1Tうtn50  

符  ワ，20ロ ロ  1671850  

糾  50n D  1671乃0  

2う  1糾●”う D  22■775  

氷  “IMn  D  261775  

26，775  0  

2冊I7仰   2nnI7椚  

48 ネッ  

り辛 ヒ 宇   土   ヨ  

11 手シュアリ タ車 力  

1 2 ケイうニカリ？ケ≠  

1 コ ケイうこカリ？ケ鴫   

1 5 ハイケイウリアケや   

111 タヲカエ手ン   

112 三メサリヨ）ヒシュウモやンヒ  

11さ シハライスイト○ウヒ   

115 リセ傘イカカ   

118 †，クサ鶴イエイサ化   

119 シ坤ムヒ   

122 シャリヨウヒシュウセ心ンヒ   

12う シハライダツリヨクリカ   

12叫 びムヒ   

12う 餌lライロ）チッ   

126 タヲわ＝千プ  

サ● ン タや 力  

土  ヨ  ウ  力
 
 
 

■
 
7
 
8
 
タ
 
ロ
－
2
 
 

ヨ
 
 
 
鵬
じ
 
 

一
1
 
「
′
 
t
ノ
 
 

ー
ジ
 
 

48ネッ   

ツ辛 ヒ ヲ   

1 7 カイカケ宇ン  

1 8 カイブカ千ン   

1 9 力巾汐卒プ  

110 カイ桝コ   

1コ1 シリ芽）  

シリヨ）  

ワ ン  

Ⅳ0●  1  

リ カ タ  ブ1シ カ タ ロ／C サシヒ千サ¢フグね  

41ヲ，25n  ロ  射コ，2う0  

1相，15n  D  57ち，鶴00  

5ヲ，95n  D  （；27，ヲ50   

ウ，ヨ5n  D  伯6，700  

1R9，紹n  D  826，う紬  

185，52う 口  約0●795  

占4n，ワ9う  0  

82占，う2（1   826，フ20  

カノコ竹幸プ  
IJO．  ヰ  

ウ  佃． カ ーメ カ タ  ブ）シ カ タ ロ／C サ洗車サ串コダカ   

根＝b  

t沖 ヒ ヲ   牛   ヨ  

11 苧シュアリタ¢ 乃  

1 7 芝／リカヒ   

1 8 シリ：拍ヒ   

1 9：川ヨウヒ  

110 三′リカヒ   

114 サ◆イリヨウヒ   

120 餌＼ライヒナダイ   

121 サやイリヨウヒ   

128 トウサやヨキン  

サ偶 プ が 乃  

652，斗9n C  

椚ヲー250 C  

16n，150 C  

ラフ，9うO C   

p●うぅ0 C  

l●5D〔） C  

‘＝牒，ROO C   

5－耶n C   

¢う2，490  

1，n65，7的  

1，22う，89∩  

1，2？9，f旭0  

1，289，19け  

1－290－る90  

1，如7一斗90  

1，射2，如0  

丁  

8  

9   

10   

14   

2日   

21  

28   ら！；0，n口n  C  762，舶0  

7㌫2，栂口  0  

1，射2．斗90  
（U 
9 几
T 2
 1 
力7 
 1 
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帯3轟 試算表の作成  

シ  サ  ン  ヒ  ョ  ウ  

苧   苧   ヨ   ウ  

ケヽニ斥コ   

トウサ¢ヨ手ン  

ウリカケ宇ン   

ユウ旭ヨウケン  

旭ウケ手ツ  

ケイラフ  

セイヴイ  

イクモイケイ   

三一リヨウ  

タデカ工手ン  

マ＝押ライ㌣イ手プ  

三シューリサク   

勇柁ノ   

コウヂクフトッ  

車力で   

が－リヨウ  

コウグ手升㌣ヒン  

トヂ  

力付ケ辛ン  

上ほわ1押ツヨ1＝チ  

カ  リ  カ  タ  
サーフタ阜 カ  コや ウサイ  

2‘，775   200，700  

舌？I）08   723，708   

477，2舶 1，095，つ20  

79，205   8D，DOO   

如0，000   如0．00ロ  

†●埴0  コ，的0  

1，うD∋，200  2，952，000   

877Ig89  て，702，即9   

185，う25   コ7う，1咽  

み，00C1  

2I2月7  2，2名7  

之－000  2，000  

2一点コ8，02コ  2●幽貞，銭朽   

70舌I？相   71て，300   

巧51895  158，100  

181I250  19斗，000   

5印，5ヨ8   587，550  

2，コ5き，裾斗 2I∋55I7糾  

朽0，000  

NO． 1  

カ   シ 刀  タ コ≠ウケイ  γサ ンタ心力  

て7∋，925   

朽占，如け   

く了7，B8口  

795  

2，00【）  

1，明日，80け   

a24，8）【）   

789，式2り  

＆，00【〉  

8，舶2  

郎，535  

2，2（つ5  

72I？5【）   

†8，012  

†，旦12，埴【）  7紹，掴0  

317占0，00ロ  コ，耶0，000   

49，占02   49，占02  

卑，つ錮，欄）“，さ恥相ロ   

ウ貞0，00（〉   9月0，口0【）  

192，00口  192，口00   

8う，8∋9   8う，8コ9   

87て，550   877，うぅ0   

鋸，鵬亡J  鋸，摘ロ   

コ斗一朽8   勤，縄0  

185，ち25  

タン幸抽イレ苧ン  

ミハヲ巾ソク  

チョウ手加すレ手ン  

シ琉ン手フ  

ツミ5持た／  

クリコ訊〉ンエ手  

タイおっリアケ騨  

ハ竹イウリ押  

ケ丹：カ叩ケせ  

71月I800   ＝鍔，800 むハ封ヒナダす  

占40，？95  8那．∋2ロ シリヨウヒ   

7，200  7，200 巾ク㌍イ＝■佗イヒ   

貞，う00  六，500 ワサイリヨウヒ  

1糾，5乃  1叫，う75 む憎佃ウデフ  

「，乃コ  コ，名00 ソやイコウカ   

7I200  7，200 シバう付すンリヨクリヨウ   

2I†00  2一拍0 ：′八軒スイドウヒ   

7，鍔00  7．占00 三′叫ヨウヒシュウやンヒ  

躯，川雌   舶，1明 少コ旭ヨウ軒クヒ  

2，之く？  

占00  2，000 ケイ知カサロ押野シ  ーI栂ロ  

T，叫8，800 セ竹イタチ如≡がウ少ン  

8糾，錯0 イクモ竹イタチサロ押り㌍ッ   

922  922 乞け1ライハングやイデスウリヨウ   

500  500 シハ■汀ウプチン  

斗，05D  塾，0印 びムヒ  

ウケトリリソク  

“9，貞〇2   如，貞02 シハ封リソク   

795  795 ユウ旭ヨ竹ンヒョウ加ン  

†，印プ●20り   錮，岨口   

877●闊モ）   52．粥9  

2IOO（1  2，口Or〉  

11，2石高，5相18・別㍉77占 （コ囁 ウ サ イ）18－がほ，？7卓11，2略弼  
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第4轟 賃借対席表の作成  

タ イ シ1，ク タ イ シ ョ ウ ヒ ョ ウ  
叫8 わ 1かツヨ1＝チ  

カ    リ    カ    タ  わ    シ  

†IO． 1  

タ  
手ンがク  

耶2，的n   

∋，7占8，nOr）  

49，GO2   

4，う72，n92   

み，）54，ム9n   

4，うぅ郎，G9†）   

8，926，782  

9帥，nOn  

192，耶n  

85，n舛  

る5，223   

1，ヲ0），∩占2  

手ンがク  苧  キ  ヨ ウ  

2る，7？5 カイコ妙手ン  

67，つ∩8 先・手加イレ牛ン   

477，訊n 三ハライ”ク  

79，2怖  くリユウドウつサイケイ〉   

射叩，n仰 手刀手加ノレ千：ノ   

1，4nn （コヲイブサイケイ〉  

1，う昭，2明  代 フサイコ偶ウケイH   

8？7，紺？・シホン千ン   

1日5，う2う り≡クモ絆ン  

2，2石？ クリコシソンエ手  

2，nnロ トウ手シや ユンリ＝手  

フ，622，6叩 （（シ簡：′コやウケイわ  

苧  千  ヨ ウ  

がン手ン   

lウ†やヨ手シ   

ラリカケ手ン   

ユウたノヨ）ケン   

ぬツケ千ツ   

ケイラン  

モイケイ   

イクモイケイ   

三〃ヨ）   

？エ押ライセ○イキン   

ミシューリソク   

（リ ユウドウシ，ンケイ）   

タ〒モノ   

コ〕チクチッ   

車力イ   

シーリヨ）   

コ）クや千ク○ヒ心ヒン   

け  

（⊃〒イシザコケイ）   

Hシサン⊃やウケイH  

2，6∋8，n野   

71沌，7（i！i   

15う■即叩   

1椚I25∩   

うム9●うっn  

2，フうう，7硝  

石，帥7●2叩  

1n．229．糾q （くフサイ．シホンサイわ 1∩．229，糾埠  

帯5義 損益計算書の作成  

サ：ン コご 車 ケ イ サ：ソてタ コ  

み8わ1かツ1＝チヨリ  
ヰ8 ネコ1カネッ）1＝チ？ヲ偶   

NO． 1  

牛ンがク  

871●55n  

86，鵬8  

コ斗，6うn   

ン  シ ュ  ツ ノ  ア  tI ＝  宇  ノ  ア   
千                                                                                                                                                   ヨ ラ  手ン押ク  苧 キ ヨ ウ  

ソ  
テ  

餌＼ライヒチタやイ  

シリヨ）ヒ  

㌣クサ○イ工イセイヒ   

サさイリヨプヒ   

勤＼ライ汀）チコ  

リモ¢イコウカ   

加lライチすンリヨクリヨプ  

訓＼ライスイドウヒ   

シヤリヨフヒシュウセすンヒ  

ダフカショウ宇Pクヒ  

ケイラフタナ加Iがウサツ  

沙1ライハンハ心イデズ）リカ   

訓1ライウプチフ   

：タムヒ   

エイ 千¢ ヨウリ エ手  

116．Rnロ ケイヲこ伽アケ鴨  

鍋0，7中ロ 八ノケ伯りりケ心   

7，2〔∩ ケイコカリり㌢  

6，う叩 セイケイご打加シtIOウケやン  5年，40口  

144，5？ロ イクモイケ巾†加シソりデ：′  52，R59  

「，ブラフ   

7．2nn   

2，1nn   

7，6nn  

46，1叫  

6nn  

922  

5nn  

4，∩封）  

11う，62n  

l－叩9，ウ神  1，099，9コウ  

ェイ甲ト ヨウリエ＃  11フ，ホ2【）  

訓lライリソク   

ユ）乃ショウケンヒきフカリブ  

拍，6n2 ワ亡咋リリック  

73rr 

2t口On  

トウ苧シ息ユプリエ苧  G5，2；5  

115，‘2r〉  
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ii）損益計算書の作成   

損益計算書の表示についても，i）と同様にコード番号の作成に当たって，上2桁を用いてそ  

の勘定としてあるので損益・利益の膿にただちに印字作表することができ，これを欝5蓑に示  
す。収益費用の対応と区分の原則に従い，少なくとも営業収益と営業費用，営業外収益と営業  

外費用とに区分し，営業利益と営業外利益とを区分して当期純利益とを表示する。   

ア）補助元帳の印字打出し  

勘定科目のコード化に際し，統轄勘定と内訳勘定をどうするかという問題がある。一般的に  

記帳者の情報として，詳細の程度はどれくらいを希望するかということである。しかし，債  

権・債務の勘定については，その相手方どとの勘定残高が実際上どう」しても必要である。単に  

売掛金勘定の残高20万円では，その債権の取立てに必要な情報とはいえない。AlO万円，B7  

万円，C3万円といった内訳が情報として必要となる。当初よりA勘定，B勘定，C勘定とし  

●● てさん孔しておき，必要に応じて売掛金勘定の内訳勘定として印字打出しが望ましい。手書き  
の場合には，たとえば得意先元帳や仕入先元帳が作成されているが，農業簿記研究施設の場合，  

EDPで行なうのに1統轄勘定を10勘定に細分しうるように配慮し・，左より欝5桁目をこれに  

当てる。その打出した形式は元帳のそれと変らない。  

×   ×  ×  

以上において農業者個人は外部取引のみについて，原始記入だけを行なうことにより，以後  

の元帳への転記，試算表の作成，決算，貸借対照表ならびに損益計算書の作成という一連の帳  

簿上の処理を，その取扱者の手を経てEDPを利用することにより，月々，あるいは年次決算  

として行ない得ることとなる。結局のところ，農業者個人は証びょう書類と仕訳伝票を保有  

し，これに基づく一連の保存青票は，テープの形でまたは印字打出しをした形でこれをまた保  

有しうる。   

このようであるならば，当初に述べた通り，ED‡｝取扱者によ 

農業者にとってどれだけの価値があるかどうかであり，これに支払う情報取得費がそれに値す  

るかどうかである。  

4）JIS原案は商業および製造工業を営む株式会社を主たる対象とし，科目の名称，分類，配列等は，  

大蔵省令「財務諸表規則」，法務省令「計算書類規則」および大蔵省企業会計審議会報告（昭44・12・  

16）「企業会計原則修正案」に定めるところによる。  

JISコードはアラビヤ数字4桁で構成され，区分コードで上2桁を使用し，左から第3宇目によっ  

て大科目が示され，左から第4宇目は中科目を示すのを原則とする。小科目は補助簿の内訳科目で参  

考とし，コード化されていない。大科目は貸借対照表科目とし損益計算書科目であり，中科目は総勘  

定元帳科目である。複数の大科目を集計するため2桁00の区分コードが割当てられている。補助元  

帳の印字打出のときは5桁目の小科目を使用するものとする。  
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